




新生児頭蓋内出血,ことに脳室内出血の診断のためには,現在,超音波断層法が第一選択と

して用いられている。それは,この方法で脳室内への出血像を容易に観察できること,脳室

内のみを観察対象とするならば現用のリアルタイム装置でほぼ十分であること,さらにこ

のリアルタイム装置は小型で,診断を哺育器内で行い得ることなどの理由によるものであ

る。 

しかし,一方ではリアルタイム超音波断層装置の場合は,視野が狭く,しかも超音波入射部

位に制限があるため頭蓋内構造の全貌を明らかにすることは困難である。超音波によって

頭蓋内構造の全体描写が可能であれば,X 線 CT とは異る意味で診断的価値が高い方法とな

ることが予想される｡ 

そこで,本年度は水浸式多素子自動走査方式の超音波断層診断装置を用いて,新生児頭蓋内

構造の描写観察を試みた｡ 


